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1日 気象記念日 □電波の日
4日  むし歯予防デー
5日  農業委員会 国民生委員会
6日  壮年ソフトボール大会
7日  計量記念日
10日  時の記念日
11日  入梅
18日  定例市議会はじまる (予定)
20日  父の日

22日  夏至
〔定例講座・学級〕保健福祉学級 (

14日 )、 勤労婦人センター定例講座・

学級は7ページに掲載

〔相談〕心配ごと相談・交通事故相

談 (3・ 10・ 17・ 24日 )、 公害苦情相

談・消費生活相談 。人権法律相談・

行政相談 (16日 )、 老人健康相談 (2
4,9 。11,16・ 18・ 23・ 30日 )
妊婦相談 (17・ 24日 )

今月の税 市 〔県〕民税  第 1期
国民年金保険料 第 1期

「よろしくお願いします。歩いて初

登庁の田中市長」

四代目の市長になつた田中虎市市

長が、17日 、午前 9時すぎ初登庁し.

田中市政がスタートした。

この日、午前 6時に起床した田中

市長は、迎えに出向いた市職員とい

っしょに自宅から市役所まで、元気

な足どりで歩いた。

市役所前で、職員らの拍手と花束

に迎えられ、市長室に入り、 9時半

からの市長就任式に臨んだ。
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おつかれさま
中尾市政から

広 報 ち く ご

↑花束を受け市庁舎をあとにする中尾前市長、木本助役、

入部収入役ら旧三役 (5月 15日 )

昭和57年 6月 1日 338号

５
月
１５
日
に
退
庁
式

四
月
二
十
五
日
の
市
長
選
挙
で
敗
れ

た
中
尾
義
昭
前
市
長
の
退
任
式
を
、
任

期
満
了
の
五
月
十
五
日
、
午
前
十

一
時

半
か
ら
市
役
所
大
会
議
室
で
ひ
ら
き
ま

し
た
。

退
任
式
に
は
、
さ
き
に
辞
任
を
表
明

し
て
い
た
前
助
役
の
木
本
保
男
氏
（５３
）

前
収
入
役
の
入
部
実
氏
（６２
）も
出
席
し

て
旧
三
役
同
時
の
遅
任
式
を
い
た
し
ま

し
た
。

退
住
式
で
は
、
集
ま

っ
た
職
員
約
百

五
十
人
を
前
に
中
尾
氏
は

「四
十
九
年

五
月
の
就
任
以
来
、
二
期
八
年
間
市
長

を
務
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
職
員

の
み
な
さ
ん
に
は
無
理
な
こ
と
を
申
し

あ
げ
、
何
と
か
市
財
政
の
再
建
を
果
た

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
不
徳
の
い
た

す
と
こ
ろ
で
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
後
は

一
市
民
と
し
て
、
み

な
さ
ん
の
良
き
友
人
と
し
て
お
つ
き
あ

い
し
た
い
。
幸
い
田
中
市
長
は
、
私
の

友
人
で
も
あ
り
、
健
康
で
明
る
い
人
。

今
後
は
新
市
長
の
下
で
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
木
本
氏
が

「
任
期
途
中
で
、

私
の
わ
が
ま
ま
か
ら
辞
任
す
る
こ
と
を

許
し
て
ほ
し
い
。
職
員
と
し
て
二
十
五

年
、
助
役
と
し
て
三
年
、
公
私
に
わ
た

っ
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
、
さ
よ
う
な
ら
」
ま
た
入
部
氏
も

「

四
十
五
年
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
感
じ
で

す
。
長
い
問
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
い
さ
つ
。

職
員
を
代
表
し
て
中
島
栄
二
郎
教
育

長
が

「筑
後
市
の
た
め
に
心
魂
を
傾
け

て
尽
く
し
て
い
た
だ
い
て
、
ご
く
ろ
う

さ
ま
で
し
た
。
財
政
難
の
中
で
、
幾
多

の
事
業
を
こ
な
し
て
き
た
の
は
、
中
尾

前
市
長
の
政
治
家
と
し
て
の
識
見
の
高

さ
と
情
熱
の
た
ま
も
の
だ

っ
た
と
思
い

ま
す
」
ま
た
、
木
本
前
助
役
、
入
部
収

入
役
に
も
そ
れ
ぞ
れ
贈
る
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

拍
手
に
送
ら
れ
退
庁

こ
の
あ
と
、
中
尾
義
昭
氏
、
木
本
保

男
氏
、
入
部
実
氏
の
旧
三
役
は
、
市
役

所
玄
関
前
で
、
女
子
職
員
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
花
束
を
贈
ら
れ
、
退
任
を
聞
い
て

か
け
つ
け
た
大
勢
の
市
民
、
職
員
の
見

送
り
の
列
の
間
を
か
き
わ
け
る
よ
う
に

し
て
、
盛
大
な
拍
手
に
送
ら
れ
な
が
ら

送
迎
用
の
車
に
乗

っ
て
、
市
役
所
を
あ

と
に
さ
れ
ま
し
た
。

長

い
間
ご
く
ろ
う

さ
ま

で
し
た
。

写
真
左
か
ら
木
本
保
男
氏

と
入
部
実
氏

←

な
が
い
問
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
筑
後
市
長
　
中
　
尾
　
義
　
昭

こ
の
た
び
、
五
月
十
五
日
を
も
ち

ま
し
て
、
市
長
の
職
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
本
当
に
長
い
問

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
り
か
え

っ
て
み
ま
す
と
、
市
長

就
任
当
時
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機

に
、
地
方
財
政
は
悪
化
の

一
途
に
あ

り
、
き
び
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た

こ
の
た
め
長
期
的
視
野
に
た
っ
て

財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
と
対
話
の
場
を
も
ち
、
産

業
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
教

育
施
設
の
整
備
を
中
心
に
と
り
く
み

明
る
い
住
み
よ
い
筑
後
市
建
設
の
た

め
に
微
力
な
が
ら
つ
く
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ラ」
の
間
、
皆
様
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
市
長
の

職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
後
は
、　
一
市
民
と
し
て
い
さ

さ
か
な
り
と
も
ご
奉
仕
で
き
れ
ば
と

存
じ
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
倍
旧
の
交

誼
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
と
共
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

自
愛
と
ご
多
幸
を
祈
念
中
し
上
げ
、

ま
ず
は
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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中
尾
市
長
八
年
間

の
主
な
で
き
ご
と

日
昭
和
四
十
九
年
＝
▽
田
中
八
千
男
市

長
か
ら
中
尾
義
昭
市
長
へ

（五
月
）
▽

不
燃
ご
み
収
集
手
数
料
無
料
化

（六
月
）

▽
筑
後
中
部
清
掃
工
場
完
成

（九
月
）

▽
市
制
施
行
二
十
周
年
記
念
事
業

（十

十
五
日
の
中
尾
義
昭
氏
の
遅
任
式
に

引
き
続
き
、
十
七
日
に
田
中
虎
市
新
市

長
の
就
任
式
を
、
午
前
九
時
半
か
ら
市

役
所
大
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。

田
中
市
長
の
任
期
は
、
十
六
日
か
ら

申
爾
醐
拶
累
伊
Ｂ
卜

‐７
日
か
ら
本
格
的
に
始
動

一
月
）

□
昭
和
五
十
年
＝
上
水
道
第

一
次
拡
張

工
事
を
開
始

（
一
月
）
▽
筑
後
中
体
育

館
完
成

（四
月
）
▽
収
入
役
に
入
部
実

氏
就
任

（六
月
）
▽
下
妻
地
区
ほ
場
整

備
事
業
開
始

（十
二
月
）

□
昭
和
五
十

一
年
＝
▽
高
銭
野
団
地
市

住
百
三
戸
、県
住
九
十
四
戸
と
な
る
０
一

月
）
▽
水
田
コ
ミ
セ
ン
集
会
所
、
野
球

で
す
が
、
同
日
が
日
曜
日
だ

っ
た
た
め

一
日
お
く
れ
の
就
任
式
と
な
り
ま
し
た

就
任
式
で
は
、
集

っ
た
職
員
約
百
五

十
人
を
前
に

「中
尾
市
長
の
あ
と
を
う

け
、
昨
日
か
ら
実
務
に
入
っ
た
。
議
会

場

。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

（四

・
五
月
）

▽
全
市
水
道
第

一
次
給
水
開
始

（七
月
）

□
昭
和
五
十
二
年
＝
▽
徳
久
団
地

（七

十
四
戸
）
完
成

（七
月
）
▽
県
立
養
護

学
校
造
成
工
事
に
着
工

（十

一
月
）

□
昭
和
五
十
三
年
＝
▽
自
動
車
試
験
場

用
地
売
却

（二
月
）
▽
水
田
コ
ミ
セ
ン

に
ナ
イ
タ
ー
施
設

（二
月
）
▽
中
尾
義

昭
市
長
再
選

（四
月
）
▽
常
用
団
地
拡

人
と
し
て
、
市
政
に
か
か
わ

っ
て
き
た

が
執
行
機
関
と
議
決
機
関
の
立
場
の
違

い
も
あ
り
、
未
知
数
の
面
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
選
挙
期
間
中
も
訴
え
て
き
た

と
お
り
健
康
で
明
る
い
筑
後
市
を
つ
く

る
た
め
に
玩
張
り
た
い
。
ま
た
前
市
長

か
ら
引
き
継
い
だ
懸
案
事
項
に
つ
い
て

も
意
思
を
つ
い
で
や
り
と
げ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。
就
任
式
終
了
後
、
課
長

会
、
記
者
会
見
、
各
課
の
事
務
引
き
継

張
工
事
お
わ
る

（十
二
月
）

□
昭
和
五
十
四
年
＝
県
立
養
謹
学
校
開

校

（四
月
）
▽
助
役
に
木
本
保
男
氏
就

任

（五
月
）
▽
集
中
豪
雨
で
水
田
冠
水

千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ

（六
月
）

□
昭
和
五
十
五
年
＝
▽
川
と
水
を
守
る

運
動
が
発
足

（四
月
）
▽
勤
労
婦
人
セ

ン
タ
ー
起
正

（六
月
）

□
昭
和
二
十
六
年
＝
▽
羽
犬
塚

・
古
川

ぎ
と
あ
わ
た
だ
し
い
就
任

一
日
目
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
田
中
虎
市
新
市
長
の
就
任

後
十
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
紹
介

ＩＶ
ま
し
ょ
】つ
。

新
市
長
１０
日
間
の
日
程

□
十
七
日
＝
午
前

。
就
任
式
、
課
長
会

記
者
会
見
、
事
務
引
継
ぎ
（内
容
説
明
）

午
後

・
事
務
引
継
ぎ

（内
容
説
明
）、
皆

察
署
長
歓
送
迎
会

□
十
八
日
＝
午
前

・
午
後

・
近
隣
市
町

村
へ
挨
拶

□
十
九
日
＝
午
前

。
古
島
校
区
老
人
ク

ラ
ブ
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
事
務
引
継

ぎ
、午
後

。
三
水
会
出
席
、
事
務
引
継
ぎ
、

市
職
員
組
合
と
交
渉

□
二
十
日
＝
午
前

・
農
政
連
支
部
総
会

□
二
十
日
＝
午
後
か
ら
二
十
二
日
ま
で

九
州
市
長
会
出
席

（唐
津
市
）

□
二
十
三
日
＝
午
前

・
壮
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
羽
中
体
育
会

午
後

・
市
民
芸
能
の
つ
ど
い

□
二
十
四
日
＝
午
前

・
課
長
会

水
国
の
各
小
学
校
屋
内
体
育
館
完
成

（

二
月
）
▽
水
道
企
業
の
悪
化
で
受
水
黄

任
量
を
四
千
ト
ン
に
半
減

（六
月
）
▽

郷
土
資
料
館
、
水
田
小
鉄
筋
校
合
な
ど

完
成

（十

一
月
）

□
昭
和
五
十
七
年
＝
▽
北
部
小

（仮
称
）

の
造
成
開
始

（
二
月
）
▽
県
道
八
女
大

川
線
国
道
昇
格

（四
月
）
▽
中
尾
義
昭

市
長
か
ら
田
中
虎
市
市
長
へ
（五
周
）

午
後

・
八
女
人
権
焼
護
委
員
会
総
会
、

県
道
、
大
川
矢
部
間
道
路
改
良
期
成
会

□
二
十
五
日
＝
午
前

・
筑
後
中
部
清
掃

施
設
組
合
、
人
女
西
部
広
域
事
務
組
合

午
後

・
行
政
区
長
役
員
会
、
旅
館
料
理

業
組
合
総
会

□
二
十
六
日
＝
午
前

・
老
人
ク
ラ
ブ
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

午
後

。
国
保
運
営
協
議
会
、
職
具
組
合

と
交
渉

６
月
市
議
会
は

‐８
日
か
ら
の
予
定

田
中
市
長
就
任
後
、
は
じ
め
て

の
六
月
定
例
市
議
会
は
、
十
八
日

に
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

議
会
の
具
体
的
な
審
議
日
程
は

十
二
日
の
議
会
運
営
審
議
会
で
き

ま
り
ま
す
が
、　
一
般
質
問
は
二
十

一
、
二
十
二
日
ご
ろ
に
な
る
よ
う

で
す
。
議
会
傍
聴
さ
れ
る
と
き
は

議
会
事
務
局
へ
る
い
で
く
だ
さ
い
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就
任
の
あ
い
さ
つ

さ
る
四
月
二
十
五
日
の
市
長
選
挙

に
際
し
ま
し
て
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を

い
た
だ

き
ま
し
て
、
幸
い
に
も
当
選
で
き
ま

し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

選
挙
期
間
中
、
多
く
の
み
な
さ
ん

方
の
生
の
声
を
聞
き
、
あ
ら
た
め
て

市
長
　
　
　
田
　
中
　
虎
　
市

政
治
を
志
す
も
の
の
自
党
と
市
長
の

責
務
の
重
大
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
筑
後
市
の
現

状
は
、
財
政
的
に
は
、
き
び
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
古
く
か
ら
私
た

ち
の
祖
先
が
営
々
と
築
い
て
き
た
肥

沃
な
美
田
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
交
通

の
要
衝
と
し
て
の
地
の
利
を
得
る
な

ど
こ
れ
か
ら
の
発
展
を
大
い
に
期
待

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
公
約
で
も
申
し
あ
げ
ま
し
た

と
お
り
、
農
業
と
地
場
産
業
を
中
心

と
す
る
工
業
と
商
業
の
調
和
の
と
れ

た
ま
ち
づ
く
り
と
共
に
、
健
康
で
、

明
る
い
市
民
づ
く
り
を
目
標
に
山
積

し
た
課
題
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

市
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

r負 Ⅲ



城
戸
さ

会
員
に

実
を
結
ん
だ

″五
十
の
手
習
い
″

賞
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
五
十
三

年
に
は
二
紀
展
に
も
出
品
、
以
来
現
在

ま
で
連
続
四
回
の
人
選
が
続
い
て
お
り

こ
と
し
は
西
日
本
美
術
展
に
初
入
選
を

果
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
と
成
果
が
認
め
ら

れ
、
五
月
九
日
、
県
美
術
協
会
の
正
会

員
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

五
十
の
手
習
い
が
見
事
に
花
を
つ
け

実
を
結
ん
だ
と
云
え
る
で
し
ょ
う
。

現
在
、
城
戸
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ

″

ト
ロ
ワ
″
の
同
人
と
し
て
百
号
の
大
作

だ
け
で
も
年
七
点
の
ペ
ー
ス
で
制
作
中

で
す
が
、
会
員
に
選
ば
れ
た
喜
び
の
言

葉
は

「
若
い
人
に
お
く
れ
な
い
で
、
ど

う
に
か
つ
い
て
い
き
た
い
」
と
ひ
か
え

目
で
す
が
、
絵

へ
の
情
熱
が

一
段
と
燃

え
あ
が

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

以
一　
封
陶
脚
剰
韓
熱
観 っ
鯨
噌
悧
聾

で
は
な
く
現
実
の
社
会
に
実
在
す
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
。

い
か
な
る
同
和
対
策
も
、
以
上
の

よ
う
な
問
題
の
認
識
に
立
脚
し
な
い

か
ぎ
り
、
同
和
問
題
の
根
本
的
解
決

を
実
現
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
個

々
の
行
政
施
策
の
部
分
的
効
果
を
十

分
に
あ
げ
る
こ
と
を
も
期
待
し
が
た

い
で
あ
ろ
う
と
同
和
問
題
の
本
質
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
第
二
部
で
は
、

明
治
四
年
に
解
放
令
が
だ

さ
れ
た
こ
と
は
、
同
和
問

題
の
画
期
的
な
で
き
事
で

″
あ
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、

”
し
か
し
実
質
的
な
解
放
を

物
的
沖
噌
韓
「
抑
］
浄
い
嚇

″
の
同
和
対
策
の
経
過
と
評

/////

価
を
ふ
ま
え
て
、
同
和
間

題
の
根
本
的
な
解
決
の
た

//////////

め
に
は
総
合
的
な
計
画
性
を
も
っ
た

諸
施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た

第
二
部
で
は
、
同
和
対
策
の
具
体

案
と
し
て
①
環
境
改
善
に
関
す
る
対

策
、
②
社
会
福
祉
に
関
す
る
対
策
、

③
産
業
、
職
業
に
関
す
る
対
策
、
④

教
育
に
関
す
る
対
策
、
⑤
人
権
問
題

に
関
す
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
基

本
方
針
、
具
体
的
方
策
を
示
し
、
総

合
的
な
対
策
の
必
要
性
が
示
さ
れ
ま

////////////////////////////////////////////////////////////

し

た

。
結
語
で
は
―
―
同
和
行
政
の
方
向

―
―
と
し
て
同
和
問
題
の
根
本
的
解
　
　
ヽ

決
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
具
体
策
を
　
　
物

強
力
か
つ
す
み
や
か
に
実
施
す
る
こ

と
が
国
の
責
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
国
の
政
治
的
課
題
と
し
て
の
同
和

対
策
を
政
策
の
な
か
に
明
確
に
位
置

づ
け
る
と
と
も
に
、
同
和
対
策
と
し

て
の
行
政
施
策
の
目
標
を
正
し
く
方

向
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
国
る
よ

び
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
同
和
問
題
解
決
の
た

め
の
諸
施
策
に
対
し
制
度

的
保
障
が
与
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
従
来
同
和
地
区

に
つ
い
て
の
対
策
が

一
般

行
政
施
策
の
枠
外
に
お
か

れ
た
状
態
を
改
諄
す
る
た

め
に
明
確
な
同
和
対
策
の

目
標
の
下
に
関
係
制
度
の

運
用
上
の
配
慮
と
特
別
の
措
置
を
規

定
す
る
内
容
を
持
つ

「特
別
措
置
法
」

を
制
定
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

同
対
審
答
申
は
、
そ
の
内
容
や
細

部
に
お
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点

を
ふ
く
ん
で
は
い
ま
し
た
が
解
放
行

政
推
進
の
た
め
の
方
向
と
理
念
を
積

極
的
に
明
ら
か
に
し
、
解
放
行
政
の

基
本
法
と
も
い
う
べ
き

「同
和
」
対

策
事
業
特
別
措
置
法
の
制
定
に
大
き

な
役
割
を
果
し
ま
し
た
。

広 報 ち く ご

〔写真は制作への意欲をもやし、
キヤンパスに向う城戸さん〕

五
十
三
歳
か
ら
絵
筆
を
握
り
、
六
十

五
歳
で
、
資
格
審
査
が
厳
し
い
と
い
わ

れ
る
県
美
術
協
会
員

（洋
画
の
部
）
に

選
ば
れ
た
停
車
場
区
の
城
戸
幸
夫
さ
ん

（
６５
）
が
、
仲
間
の
人
た
ち
の
温
か
い

拍
手
を
受
け
て
い
ま
す
。

城
戸
さ
ん
が
油
絵
を
始
め
た
の
は
偶

然
の
機
会
か
ら
。
当
時
経
営
し
て
い
た

す
し
店

（現
在
は
息
子
さ
ん
が
経
営
）

に
来
た
お
客
さ
ん
の
話
か
ら
市
内
に
絵

画
グ
ル
ー
プ
泉
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、

「年
を
取
っ
て
か
ら
の
趣
味
に
は
も
っ

て
こ
い
」
と
心
が
動
い
た
の
が
、
き
っ

か
け
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
っ
そ
く
市
中
央
公
民
館
で
活
動
し

て
い
た

「グ
ル
ー
プ
泉
」
に
入
会
し
、

若
い
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
絵
画
の
イ
ロ

ハ
か
ら
の
勉
強
が
始
ま
り
ま
し
た
。

指
導
者
の
友
添
泰
典
さ
ん

（二
紀
会

委
員
）
の

「と
も
か
く
十
年
間
は
が
ん

ば
る
こ
と
。
努
力
す
れ
ば
必
ず
成
果
は

あ
が
る
は
ず
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
な

が
ら
、
す
し
店
経
営
の
あ
い
間
を
ぬ
っ

て
絵
筆
を
握
る
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
間
に
腕
前
は
年
々
上
達
。
昭
和

五
十
二
年

「牛
曼
陀
羅
」
を
県
展
に
初

出
品
し
初
入
選
、
大
牟
田
市
長
賞
を
受

昭和57年 6月 1日 338号

〔写真右から中村正暢さん、フユキ
さん、美津子さんと村上かずみさん〕

,

人
命
救
助
な
ど
で
表
彰

二
十

一
日
、
筑
後
警
察
署
で
、
ク
リ

―
ク
に
転
落
し
た
子
ど
も
を
助
け
た
三

人
組
な
ど
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

二
人
組
は
、
下
妻
区
の
市
職
員
中
村

正
暢
さ
ん
醐
、
病
院
事
務
の
中
村
美
津

子
さ
ん
四
、
農
業
中
村
フ
ユ
キ
さ
ん
的

中
村
さ
ん
た
ち
二
人
は
、
四
月
二
十

二
日
夕
、
下
妻
区
内
の
ク
リ
ー
ク

（幅

十
所
、
深
さ
約

一
・
六
房
）
に
近
く
の

児
童
い
が
転
落
し
た
の
を
、　
一
諸
に
い

た
正
暢
さ
ん
の
長
男
彰
宏
ち
ゃ
ん
い
が

自
宅
に
い
た
正
暢
さ
ん
に
急
報
。
正
暢

さ
ん
が
服
の
ま
ま
飛
び
込
み
、
他
の
二

人
と
協
力
、
助
け
あ
げ
た
も
の
で
す
。

ま
た
常
用
区
の
主
婦
村
上
か
ず
み
さ

ん
側
は
二
月
中
旬
、
近
所
に
入
っ
た
空

巣
少
年
の
逮
捕
に
協
力
し
た
も
の
で
す

部落差別をなくそう⑩

戦後 の解放運動

同対審答申と特別措置法
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中薪９‐５噺葛鋒一詢ドフ像掛一‐‐動大会成績

桑
鶴
（雀
色
・坂
東
寺
（事
と
が
優
勝

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
水
洗
校
区
チ
ー
ム

市
教
育
委
員
会
、
体
育
協
会
、
子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
主
催
の

「少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」

「子
ど
も
会
ド
ッ
ゾ

ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
五
月
九
日
、
羽
犬

塚
中
学
校
、
筑
後
中
学
校
の
両
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
十
五
回
目
を
迎
え
た
少
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
は
、
小
学
生
の
部
に
三

十
八
チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
に
は
十
五

チ
ー
ム
が
、
ま
た
、
小
学
五

・
六
年
生

の
女
子
で
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
第
九
回

子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
は
二

十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
各
会
場
で
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

各
種
目
の
試
合
成
績
は
、
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＝
小
学
生
の
部

優
勝
＝
桑
鶴
チ
ー
ム
、
準
優
勝
＝
長
浜

チ
ー
ム
、
二
位
＝
羽
犬
妖
、
熊
野
の
各

チ
ー
ム

中
学
生
の
部
＝
優
勝
＝
坂
東
寺
チ
ー
ム

準
優
腸
＝
大
和

・
西
原
チ
ー
ム
、
三
位

＝
ヒ
フ
テ
ィ
ー
ズ
、
長
田

・
桑
鶴
の
各

チ
ー
ム

■
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
＝
水
洗
校
区
支

館
チ
ー
ム
、
準
優
勝
＝
二
川
校
区
チ
ー

ム
、
三
位
＝
停
車
場
、
二
本
松
、
羽
犬

塚
の
各
校
区
チ
ー
ム

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は

六
月
六
日
に
優
勝
戦

市
体
育
協
会
と
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
主
催
の
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

二
十
二
日
、
八
女
エ
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

で
、
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
市
内
の
各
行
政
区
か

ら
五
十
九
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
当
日

は
ベ
ス
ト
８
が
決
ま
り
ま
し
た
。

優
勝
戦
な
ど
残
り
試
合
は
、
六
月
六

日
、
午
前
十
時
か
ら
八
女
エ
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

準
々
決
勝
に
勝
ち
残

っ
た
チ
ー
ム
は

赤
坂
、
庄
島
Ｚ
、
上
町
、
上
久
富
、
上

北
島
、
池
ノ
本
、
久
富
Ｂ
、　
一
条
な
ど

の
各
チ
ー
ム
で
す
。

紫
原
さ
ん
が
縮
理
大
臣
貰

昨
年
七
月

一
日
現
在
で
行
わ
れ
た

「

昭
和
五
十
六
年
事
業
所
統
計
調
査
」
に

統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ
た
紫
原

写真は

紫原ミチ子さん

ミ
チ
子
さ
ん

（
５６
＝
蔵
数
）
に
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
調
査
活
動
や
調
査
票
な
ど

の
内
容
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
た
め
で

県
内
で
は
九
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
伝
達
式
は
、
五
月
七
日
、
県
新

庁
舎
の
知
事
室
で
あ
り
ま
し
た
。

紫
原
さ
ん
は
、
統
計
調
査
員
と
し
て

長
年
、
各
種
統
計
に
従
事
さ
れ
て
い
ま

す
が

「思
い
が
け
な
い
表
彰
で
感
激
で

し
た
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

赤 ちゃ ⑭

(昭和56年 9月 3日生)

僑詰弥州彦さん (21)、 信子

さん (22)の 長女 (二本松区)

「朝はお兄ちゃんより早く才。`

き、歩行器に入って、あっち

こっちといそがしいこと。思

いやりのあるかわいい女の子

に育ってほしい』と信子さん

ち
智橋詰

やき
弥紀 ちゃん

第
２‐
回
簡
易
保
険
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
の
も
つ

相
互
扶
助
の
精
神
と
、
簡
易
保
険
の

資
金
が
公
共
施
設
の
整
備
拡
充
や
、

市
民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
作
文
を
募
集
中
で
す
。

日
応
募
期
間
　
エハ
月
二
十
日
ま
で

■
応
募
資
格
　
小
学
校
五
～
六
年
生

と
中
学
生

■
作
品
題
　
①
簡
易
保
険

・
郵
便
年

金
に
関
係
あ
る
も
の
、
②
自
由

■
賞
　
優
秀
作
品
に
は
、
郵
政
大
臣

賞
、
文
部
大
臣
賞
ほ
か
各
賞
と
、

応
募
者
全
員
に
参
加
賞

日
入
選
発
表
　
十
月

■
応
募
先
　
筑
後
郵
便
局
又
は
近
く

の
郵
便
局
ヘ

「電
話
局
か
ら
電
話
番
号

変

更

の

お
知

ら

せ
」

お
客
様
か
ら
の
ご
注
文
、
ご
相
談

に
す
ば
や
く
る
応
え
す
る
た
め
に
、

六
月

一
日
か
ら
営
業
窓
口
受
付
用
電

話
番
号
を
、
左
記
の
と
お
り
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
電

話
に
つ
い
て
、
な
気
付
き
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
新
設
移
ほ
な
ど
注
文
問
合
せ
や

電
話
料
金
な
ど
の
問
合
せ
は
、
代
表

３
局
Ξ
Ξ
番
で
す
。
（無
料
）

調
理
師
試
験
が
あ
り
ま
す

県
で
は
五
十
七
年
度
の
調
理
師
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
期
日
　
八
月
十
日
（火
）午
後

一
時

か
ら
二
時
ま
で

日
場
所
　
福
岡
会
場
＝
西
南
学
院
大

学
（福
岡
市
西
区
西
新
六
丁
日
二
）

北
九
州
会
場
＝
北
九
州
大
学

（北

九
州
市
小
倉
南
区
北
方
四
丁
目
二
）

■
受
付
期
間
　
エハ
月
七
日
～
十

一
日

く
わ
し
く
は
八
女
保
健
所
へ
。

筑
後
警
察
署
か
ら
の

お
　
知
　
うヽ
　
せ

■
事
件
の
発
生
を
知

っ
た
時
は
す
ぐ

一
一
〇
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
一
〇
番
通
報
が
あ
る
と
数
分
以

内
で
警
察
官
が
到
着
し
ま
す
。
警
察

官
の
現
場
到
着
が
早
け
れ
ば
、
犯
人

逮
捕
の
た
め
の
適
切
な
緊
急
配
備
牛

が
実
施
さ
れ
、
犯
人
の
検
挙
率
も
高

く
な
り
ま
す
。
犯
行
現
場
そ
の
も
の

を
見
た
り
、
犯
人
の
姿
を
見
た
り
、

そ
の
ほ
か
事
件
に
関
し
て
、
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
な
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
Ｒ

ま
た
被
害
に
あ

っ
た
時
は
、

「被
　
　
ｒ

害
額
が
少
な
い
Ш

「面
倒
だ
か
ら
Ш

と
云
わ
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

L

この欄は官公庁や市内の会

社工場からのお知 らせです
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イチゴ狩に全児童を招待  島|ヽ景キす三
昌士校長)の 全校児童 174人 が折地区の農

業田中正助さん(37)方のハウスイチゴ園に

招かれ、ィチゴ狩りを楽しんだ 〔写真0〕

田中さんは、 4年前から子ども達を自分

のイチゴ園に招待しているもので、今年開

放したイチゴ畑は約2500平方メートル。真

つ赤に熟れたイチゴを時々口に入れながら

イチゴを摘みとる子どもたちの顔はうれし

さいっぱいだった。

17日 に「さんしか祭」 の塁塁磐
木和泉守の遺徳をしのぶ「山樋宙 (さ んし

か)祭」が17日 、水田中町の旧居前で、筑後

郷土史研究会員ら40人 が集まり開かれた。

〔写真②〕真木利泉守は久留米水天宮の22代

宮司。藩政改革を断行しようと献策。反対

派の策謀で久留米を追われ、嘉永5年 (18

52年 )5月 、当時の水田村にちっ居を命ぜら

れ、のち京都天王山で自刃した。祭りは和

泉守が水田に来た17日 に毎年開かれている

塀

守ぐ

rAゝ
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道
路
管
理
な
ど
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
に
も
の
が
置
い
て
あ

っ
た
り
、

樹
木
の
枝
や
、
生
け
垣
が
は
み
出
し
て

通
行
に
支
障
の
あ
る
所
が
あ
り
ま
す
。

道
路
上
に
出
て
い
る
樹
木
な
ど
は
取

り
除
き
、
交
通
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
道
路
に
接
す
る
場
所
に
建
物
、

工
作
物
、
円
管
埋
設
な
ど
を
す
る
時
や

農
地
の
造
成
、
用
水
路
の
護
岸
や
橋
な

ど
を
か
け
る
時
は
事
前
に
土
木
課
管
理

係
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
工
事
を
し
て

く
だ
さ
い
。
許
可
の
手
続
き
な
ど
く
わ

し
く
は
土
木
課
管
理
係
へ
る
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

本
人
以
外
は
委
任
状
を

資
産
証
明
書
の
発
行

現
在
税
務
課
で
発
行
し
て
い
る
資
産

証
明
書
は
、
本
人
以
外
の
人
で
も
同
居

の
親
族

（家
族
）
で
あ
れ
ば
発
行
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
本
人
以
外

の
人
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
類

を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
人
以
外
の
人
が
、
資
産
証
明
書
を

請
求
す
る
と
き
は
、
必
ず
委
任
状
か
代

理
権
授
与
通
知
書
を
添
え
て
申
請
じ
て

く
だ
さ
い
。

代
理
権
授
与
通
知
書
の
用
紙
は
、
税

務
課
庶
務
係
に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
税
務
課
庶
務
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

一６
一月
あ

一衛

一生
一行

一事

一

育
児
相
談
　
２‐
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
月
の
対
象
は
五
十
七
年
二
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。
体
重
測
定
の
ほ

か
栄
養
指
導
な
ど
を
し
ま
す
。

ジ
フ
テ
リ
ア

・
百
日
ぜ
き

・
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

９
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
田
校
区

３０
日
　
格現
後
、
古
川
、
水
田
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区

対
象
は
、
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
四

十
八
ヵ
月
未
満
、　
一
期
は
二
歳
に
な

っ

て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け
る
。

二
期
は

一
期
が
終

っ
て

一
年
か
ら

一

年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。

こ
の
間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
ぉ
子

さ
ん
は
七
十
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
、

二
種
混
合

（ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）

予
防
接
種
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
先
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
と
判
定

対
象
は
、
①
四
十
八
ヵ
月
未
満
で
、

（
で
き
る
だ
け
二
歳
ま
で
に
）
、
②
ま

だ
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
う
け
て
い

な
い
③

一
ヵ
月
以
内
に
他
の
予
防
接
種

を
う
け
て
い
な
い
る
子
さ
ん
で
す
。

枝
　
区
　
　
　
　
注
射
　
　
胆
Ｃ
ぷ

筑
後
校
区
　
　
　
　
８
日
　
　
　
１０
日

羽
犬
塚
校
区
　
　
　
１５
日
　
　
　
１７
日

水
田

・
水
洗

‐６

日

　

　

　

１８

日

下
妻
校
区

古
島

・
三
川

２２

日

　

　

　

２４

日

西
牟
田
校
区

松
原
、
古
川
校
区
　
２３
日
　
　
　
２５
日

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
判
定
の
と
き
は
、
熱
を
は
か

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″問
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
問
診
票
が
つ
い
て
い
な
い

と
き
は
、
印
か
ん
を
持

っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

■
場
所
は
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で

衛
生
行
事
の
時
間
は
い
ず
れ
も

一

時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

ヽ

人工呼吸法講習会のご案内

「人工呼吸法」講習受付中。/

消防署では、水のシーズンを控えて「人工呼llア支法」の「悔習

をします。

この誌習会は、各種団体や一般市民を対象に毎年開いてい

るもので、公民館や学校、H哉場など、どこでも出向きます。

水に才Dヽぼれた人を助けるには最初の 5分聞力朝券負です。水
による犠性者を一人でも少なくするための 十―習会にご参加く

ださい。  くわしくは消防署 (②2020)ヘ

ら 1つ
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■
国
民
年
金
に
加

入
す
る
と
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
納
め

た
く
て
も
生
活
が

苦
し
い
な
ど
の
た

め
に
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
保
険
料
の
免
除
が
で
き
ま
す
。

ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
免
除
の
手
続
き
を
し
、
承
認
さ

れ
ま
す
と
将
来
の
年
金
は
保
障
さ
れ

ま
す

（老
齢
年
金
は
免
除
期
間
だ
け

は
三
分
の
一
の
年
金
額
）

七
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と

今
年
四
月
分
か
ら
来
年
二
月
分
ま
で

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
る
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

な
ど
の
任
意
加
入
の
方
は
、
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
市
民
課
年
金
係
へ
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

婦
人
大
学
Ｂ
（８
日
）、
婦
人
大
学
Ｃ

（
１０
日
）、
高
齢
者
趣
味
の
講
座

（２４

日
）、
源
氏
物
語
講
座
（９
、
２３
日
）、

デ
ィ
ス
ク
ジ
ョ
ッ
キ
ー
講
座

（１０
、

‐７
日
）、
手
作
り
人
形
講
座

（１１
、
１８

日
）、楽
し
い
版
画
教
室
（
Ｈ
、
１８
日
）

茶
道
教
室

（３
、
８
、
１０
、
“
、
１７

２２
日
）、料
理
講
座

（９
、
■
、
２３
、

２５
日
）、 国民年金保険料の免

除制度があります

婦

人

法

律

相

談

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン

・
コ
ア

）
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
婦
人
を
対
象

に
し
た
法
律
相
談
を
開
き
ま
す
。

相
談
に
は
、
専
門
の
弁
護
士
が
親
切

に
あ
た
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〔相
談
内
容
〕
戸
籍
問
題
、
相
続
上
の

ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
、
扶
養
、
雇
用
、
そ

の
他
婦
人
間
題
な
ど
身
近
か
な
法
律
問

題
で
、
困

っ
て
い
る
方
は
、
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

〔と
き
〕
六
月
十

一
日
④
午
後
二
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で

〔会
場
〕
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
＝
内
三
階

談
話
室

〔相
談
料
〕
無
料

※
相
談
さ
れ
る
方
は
事
前
に
当
セ
ン

タ
ー
（電
③
三

兵
）
へ
ご
連
絡
を
。

保

母

資

格

試

験

申
し
込
み
は
２‐
日
～
２８
日
ま
で

県
で
は
、
保
母
資
格
試
験
を
八
月
四

日
か
ら
六
日
ま
で
、
福
岡
市
南
区
横
手

の
香
蘭
女
子
短
期
大
学
で
行
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
六
月
二
十

一
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所
庶
務

係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
資
格
な
ど
く
わ
し
く
は
同
福
祉

事
務
所
へ
（電
③
聖
〓
内
線
舌
こ

老
人
専
用
居
室
の

整
備
資
金
を
賞
付

お
年
寄
り
の
た
め
の
部
屋
の
増
改
築

を
す
る
と
き
、
建
築
費
用
を
借
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
七
月
十
日
ま
で

に
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

〔申
込
資
格
〕
満
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
と
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
予
定

の
人
で
、
県
内
に

一
年
以
上
住
ん
で
い

る
人
で
す
。

〔貸
付
金
額
〕
九
十
万
円
ま
で

（利
率

は
年
二
で
、
返
済
期
間
は
十
年
以
内
）

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
福
祉
係

ヘ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
用

ポ
ス
タ
ー
を
募
集

通
商
産
業
省
が
毎
年
行
う
工
業
統
計

調
査

（十
二
月
二
十

一
日
現
在
）
の
宣

伝
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

〔作
品
の
内
容
〕
作
品
は
製
造
事
業
所

が
工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
協
力
す
る
内
容
の
も
の
で
、
未
発

表
の
も
の
。

〔規
格
〕
縦
５９
ｃｍ
、
横
４２
卿
で
縦
長
。

使
用
す
る
色
は
四
色
以
内
。
図
案
に
入

れ
る
文
字
は

「通
商
産
業
省
」

「工
業

統
計
調
査
」

「昭
和
５７
年
１２
月
３‐
日
」

〔応
募
先
〕
通
商
産
業
省
か
県
調
査
統

計
課〔応
募
期
間
〕
六
月

一
日
か
ら
六
月
二

十
日
ま
で

（当
日
消
印
有
効
）

最
優
秀
賞
に
は
賞
状
、
副
賞
十
万
円

な
ど
が
贈
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
企
画
課
広
報
統
計
係
ヘ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一-4月 の人の動 き―
出 生     45人
死 亡     35人
世帯数   10,668戸
人口計   42,307人

(前 月よ り24人減 )

男          20,286人

女          22,021人
三―――住民基本台帳から一一一

4月の交通事故状況

発生作数  21件 (74)

負傷者数  25人 (91)

死亡者数  0人 (1)

※ ()内は 1月 から4
月までの累計です。

露鼻甚星競倉突磐霞冦  大牟昌鼻星
念グランドで行われた競技大会の結果はつ

ぎのとおりだった。男子スウェーデンリレ

ーニ位=平島憲善、秋野裕一、土谷良隆 (以

上八女工)、 近見博之、関重隆、伊藤雅彦

(以上八女高X男子200m二位―秋野裕一

(八女工)、 男子円盤投げ三位一水落龍彦 (

羽小教員)、 女子砲九投げ二位=若菜由美

(筑中)

第 2桜 園 が 開 園  時採:美端
区、社会福祉法人桜園 (植田二郎理事長)

で、精オ申薄弱者のための更生施設「第二桜

園 (田島義介園長)」 の落成式が開かれた

この施設は、児童施設の桜園に対し、成

人対象の施設で、定員30人、鉄筋コンクリ

ート平屋建て約 7百平方r〒 。工費 1億 750

万円で建設。生活、職業、文化面の指導を

行い、入所者の社会復帰を図る施設である

高 江 で 木 樋 出 土  生雇亀鑓
改築現場から、このほど数百年前に使用し

たと見られる農業用水用の本製「樋 (と い)

」が見つかった。 〔写真0〕

樋の長さは約4.5イ元、直径80与
ン。松の木を

くり抜いて水路が作られており、現在の円

管の役割を果したもの。

市教委では、戦国時代から江戸時代にか

けて作られたものではないかと見ており、

郷土資料館で保管し調査することにした。

(7)
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家

庭

と

文

化
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五
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、
勤

労
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
、
さ
つ
き
展
が

開
か
れ
た
。
会
場
に
は
、
筑
後
市
さ

つ
き
会
員
の
丹
精
し
た
見
事
な
花
木

が
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
見
物
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
。

こ
の
号
で
は
、
さ
つ
き
盆
栽
の
花

木
づ
く
り
を
と
お
し
て
、
会
員
相
互

間
の
技
術
の
向
上
と
親
睦
を
深
め
て

隷
○

い
る
仲
間
た
ち

「筑
後
市
さ
つ
き
会

」
の
み
な
さ
ん
た
ち
を
紹
介
し
た
い

女
性
会
員
大
歓
迎

同
会
の
発
足
は
、
昭
和
四
十
八
年

二
月
。
当
時
の
爆
発
的
な
ブ
ー
ム
を

背
景
に
盆
栽
熱
の
高
か
っ
た
濤
口
盆

栽
会

（松
崎
重
次
会
長
）
を
中
心
に

発
起
人
に
現
在
、
こ
の
会
の
指
導
者

兼
会
長
を
務
め
る

室
園
繁
樹
さ
ん

（

８‐
＝
前
津
）
、
当

時
、
市
中
央
公
民

館
長
だ
っ
た
横
溝

巽
さ
ん

（
７２
＝
桑

鶴
）
、
船
小
屋
の
写
真
館
主
の
鹿
田

起
男
さ
ん

（
５５
）
ら
が
名
を
連
ね
て

市
内
の
愛
好
者
に
参
加
を
呼
び
か
け

結
成
し
た
の
が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
で

結
成
十
周
年
を
迎
え
た
。

同
会
で
は
、
毎
月

一
回
、
会
長
宅

に
集
ま
り
、
さ
つ
き
の
肥
培
管
理
に

つ
い
て
の
技
術
指
導
を
受
け
る
ほ
か

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△
⑬

シ
リ
ー
ズ
　
私
た
ち
の
仲
間

「筑
後
市
さ
つ
き
会
」

五
月
の
展
示
会
、
九
月
の
農
業
祭
り

十
月
の
市
文
化
祭
な
ど
に
作
品
を
出

品
す
る
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
会
員
数
五
〇
人

（う
ち
女

性

一
人
）

役
員
は
、
上
記
会
長
の
室
園
さ
ん

副
会
長
の
南
里
弥
三
郎
さ
ん

（
７７
＝

船
小
屋
）
、
理
事
に
城
崎
善
吾
さ
ん

（
６７
＝
水
田
上
）
、
室
園
如
市
さ
ん

（
８０
＝
前
津
）

中
村
酉
夫
さ
ん

（
４９
＝
上
原
々

）
、
角
　
仁
六

さ
ん

（３２
＝
前

津
）
、
監
事
に

庄
村
　
栄
さ
ん

（
７５
＝
藤
島
）
、
庶

務
に
上
記
横
溝
さ
ん
、
荒
木
邦
彦
さ

ん

（
３８
＝
長
崎
）
、
会
計
に
長
瀬

尊
さ
ん

（
５７
＝
和
泉
西
）
ら
の
ほ
か

各
地
区
担
当
連
絡
員
十
二
人
が
お
り

五
班
担
当
の
馬
場
実
次
さ
ん

（
７２
＝

二
本
松
）
、
十

一
班
の
中
岡
春
義
さ

ん

（
５２
＝

一
条
）
ら
が
熱
心
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
般
会
員
は
文
字
ど
お
り
多
士
済

々
で
、
特
に
唯

一
の
女
性
会
員
田
中

ヨ
シ
エ
さ
ん

（
７３
＝
二
本
松
）
は
異

色
の
存
在
。

「民
謡
、
踊
り
な
ど
も

し
て
い
る
が
育
て
る
楽
し
み
は
、
ま

た
格
別
で
す
」
と
定
例
会
参
加
は
か

か
さ
な
い
。
ま
た
、
ラ
サ
エ
業
勤
務

の
矢
野
明
夫
さ
ん

（
４９
＝
前
津
）
、

建
具
製
造
業
の
古
賀
尚
敏
さ
ん

（
４９

＝
赤
坂
）
ら
も
お
り
「
せ
っ
か
く
手
に

い
れ
た
新
木
を
枯
ら
し
た
り
、
切
り
込

み
を
失
敗
し
た
り
」
の
失
敗
談
も
聞

か
れ
た
。
会
の
課
題
は
会
員
増
。
と

く
に
着
手
会
員
、
女
性
会
員
の
人
会

大
歓
迎
と
の
事
で
あ
る
。

定
例
会
は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
午

後

一
時
か
ら
会
長
宅
で
開
催
。
今
月

は
六
日
⑪
午
前
十
時
か
ら

年
会
費
千
円
。
加
入
希
望
者
は
、

市
教
育
委
員
会
長
瀬
　
尊
総
務
課
長

（電
③
四

一
一
一
）
へ
連
絡
し
て
ほ

し
い
と
い
つ
て
い
る
。

肥
満
防
止
に
運
動
を

食
糧
が
豊
富
で
肉
体
労
働
が
少
い

現
代
で
は
、
肥
満
が
多
く
な

つ
て
い

ま
す
。
肥
満
が
好
ま
し
く
な
い
の
は
、

ス
タ
イ
ル
が
悪
く
な

っ
た
り
、
動
き

が
鈍
く
、
息
切
れ
し
た
り
、
成
人
病

に
か
か
り
や
す
い
か
ら
で
す
。
肥
満

を
防
ぐ
に
は
、
第

一
に
カ
ロ
リ
ー
の

取
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
毎
日
の
食
事

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
で

す
。
第
二
は
、
運
動
不
足
を
解
消
す

る
こ
と
で
す
。
通
勤
者
は
、
で
き
る

だ
け
歩
き
、
主
婦
は
、
速
度
な
運
動

を

一
日
の
生
活
時
間
内
に
組
み
込
む

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
歩
数
計
で
、　
一

日
五
千
歩
以
内
で
あ
れ
ば
運
動
不
足

で
す
。
で
き
る
だ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
大
き
い
運
動
を
す
る
た
め
に
は

歩
行
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
水
泳
、
自
転

車
な
ど
週
二
回
、
三
十
分
以
上
い
た

―し
主
ド
）
ょ
】，
。

癖

カッ トは泉 グ
'レ

ープ

小 城 万里子

鬱 醇誠疑迎
〔児童向き〕

団せなけいこ「あめふりうさぎ」

団うすいしゅん「ぼくはへびだぞ」

団椋鳩十「りかとねこのアン」 団
古田足日「ぼくらは機関車太陽号」

団徳村彰「使ってあそぶ」

〔一般向き〕

団吉行理恵「小さな貴婦人」 団小
島直記「出世を急がぬ男たち」 ⑮
笹沢左保「明日はわが身」

団図書貸出しを休みます。

o6月 24日 から26日 までの 3日 間、
図書整理のため、公民館の図書貸出

しを休ませていただきます。

利用者の皆さんには、ご迷惑をおか

けしますが、よろしくご協力をお願

いします。

また、図書を借 りたままの方は、

すぐにお返 しください。

∧ ペ ペペ ペ ペ ペ
スポ ー ツだ よ り
∨▽ ▽ ▽▽ ▽ ▽

■第 5回筑後市早朝野球大会参加チ
ームを募集=筑後市早朝野球育成会
とフクニチ新聞社では、 7月 20日 か

らロッテ球場Aグ ラウンドで行う早

朝野球大会の参加チームを下記のと

おり募集しています。

〔後援〕筑後市体育協会、筑後市商

工会議所、筑後市青年会議所。

〔受付〕 6月 10日 から30日 まで

〔参加資格〕市内居住者又は、勤務

者でチームをつくること

〔登録料〕 1チーム 5,000円

〔申込み先〕筑後市商工会議所内青

年会議所事務局 (電 2-6770)

〔抽選会〕 7月 10日 (土119時から勤労

婦人センター2階で

□ みんなの体力づくり □

保健シリーズ ③
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